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Lexical bundlesとは、バイバー他（D. Biber et al. 1999）が提唱したコーパスでの分析
に基づく高頻度の定型句である。すなわち、話したり書いたりという表現活動は、自由
な場当たりの表現のみで行われるのではなく、むしろ使用頻度の高い慣習的な表現が多
く用いられているのである。学習者が使うべき表現を知れば、簡単に的確に表現ができ
るようになるであろう。この章では、話し言葉と書き言葉それぞれの lexical bundlesを
紹介し、lexical bundlesを用いた授業活動を紹介する。
1．Lexical bundles とは
Lexical bundlesは、会話や文章において頻出する表現である。すなわち、多用される
句を示したものである。コーパス分析に基づく lexical bundlesを学ぶ利点は、コーパス
という大量の言語データから客観的な統計結果から導かれた高頻度の句を学べることで
ある。lexical bundlesは実際の会話や文章でよく用いられており、学習者もこれから見
たり聞いたりする可能性が高い。
コロケーションとの違いは、コロケーションがある語をキーワードとし、その前後に
つながる語句を対象とするが、一方 lexical bundlesは特定のキーワードを対象とせず、3
語以上の語から成る連続する語句を指す。『Longman Grammar of Spoken and Written 
English』（バイバー他　D. Biber et al. 1999　以下 LGSWE）にて lexical bundlesの特徴が
詳細に解説されており、以下の説明はその記述を基にする。
Lexical bundlesの代表例としてあげられるのは、I don’t know, I don’t think, I don’t want
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という表現である。これらの句は、let cat the out of the bagのようにそれぞれの語句から
は意味が想像し難いイディオムとは異なる。どちらかと言えば、容易な語を用いて明確
な意味を示している。その単純さにも関わらず、I don’t knowや他の lexical bundlesの表
現をよく耳にすることや使用することは、英語学習の過程で経験しているであろう。こ
のような頻出する表現を学ぶことによって、会話や文章での表現パターンを身につけよ
うというのが lexical bundlesの目的である。
Lexical bundlesとみなす句であるかどうかは、その頻度と分布を基準とする。LGSWE
では、コーパスにて 100万語につき 10回以上頻出した表現を lexical bundlesとしている。
そして、最低限、異なる 5つのテキスト内で見られる表現でなくてはならない。なぜな
ら、同一テキスト内で繰り返される lexical bundlesはその話者だけが好んで使う表現で
あるという可能性があるからだ。
下記図 1が示すよう、会話では 3割近くの表現が 3語や 4語から成る lexical bundles
である。もし 2語から成る lexical bundlesを含めたならば、45％近くが繰り返し頻出す
る表現となる。
4-word bundles (3%)
3-word bundles (25%)
xxxxxx/propositional words (2%)
non-xxxxxx (70%)
図 1　会話における lexical bundlesが占める割合（バイバー他　『Longman Grammar 
of Spoken and Written English』［Longman: London, 2002］ 993ページ）
会話において 3語から成る lexical bundlesは 100万語につき 8万回頻出し、4語から
なる lexical bundlesは 100万語につき 8,500回頻出する。会話での 3語の lexical bundles
には以下のようなものがある。それぞれ 100万語のつきの頻度を示す。
1000回以上の頻度 I don’t know
400回以上の頻度 I don’t think, do you want
200回以上の頻度 I don’t want, don’t want to, don’t know what, 他多数
上記例のように、会話における lexical bundlesは「人称代名詞＋動詞句＋補語節の始め」
という構成を持つものが多い。さらに、lexical bundlesの構成は句や節という文法上の
区切りを越えて表される。3語から成る I don’t know の lexical bundlesは I don’t know why
へと 4語の lexical bundlesへと拡張し、動詞 knowに補語節の先頭 whyが続いていく。
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シンクレアー（J. Sinclair　1991）は、イディオム・プリンシパル（idiom principle）と
いう概念を用いて、コロケーションにて構成される句はその長さや語数に明確な区切り
はなく、不確定な長さで存在すると説明している。
I don’t knowの例をあげて換言すれば、I don’t knowという 3語の lexical bundleは使用
頻度の高い句であるが、さらに why, what, howという語が高頻度で続き、I don’t know 
why…,  I don’t know what…, I don’t know how… という更に長い lexical bundlesを構成して
いく。規範文法では、I don’t know whyは「人称代名詞＋動詞句＋補語節」と区切られ
ていくが、lexical bundlesにおいてはひと続きの常用される句とみなす。会話において、
このような lexical bundlesは区切りを入れず一息で言われることからも、文法規則を第
二言語学習者ほど意識しない英語母語話者は、ひと続きの句のように lexical bundlesを
捉えているのではないだろうか。そして、whyや whatなどの補語節の先頭に位置する
疑問詞は、続く補語節内の名詞句や動詞句へとつながっていく。lexical bundlesを学ぶ
ことで、日本人学習者もこのように次々と表現を繋げていくことができるようになるか
もしれない。
lexical bundlesは内部の構造にも柔軟性を持つ。これは、同じくシンクレアーがイディ
オム・プリンシパルで説明している句の特徴と一致する（1991）。lexical bundlesに代表
される使用頻度の高い句は、句の構成要素である名詞句や動詞句などが同じ品詞の語句
と交換可能となりパターンを形成する。I don’t know why…を含むパターンは以下のよう
になる。
前述した lexical bundlesの特徴を理解した上で、この章では教室活動における lexical 
bundlesの二つの応用例を紹介したい。ひとつは、lexical bundlesが 3語や 4語と句が長
くなっていく性質を生かし、repetition drillによる会話練習である。次に、lexical bundles
が話し言葉では文頭に現れやすい特性と、書き言葉では「the 名詞 + the 名詞」の定型句
のように用いられることから英作文の練習例を紹介する。
2．話し言葉と書き言葉のレジスター
コーパス研究では、言葉の種類を区別し、データとして収集する。言葉の種類とは、
専門用語ではレジスター（register 言語使用域）と呼ばれ、話し言葉と書き言葉の違い
に代表される。厳密には、話し言葉であっても、家族や友人とのインフォーマルな会話
とスピーチなどのフォーマルな会話では使用する語や文が異なる。さらに細分化すると、
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テレビやラジオ放送で使う言葉遣いや授業内での言葉遣いも同じではない。書き言葉も
同様に、友人への親しい手紙とビジネスレターでは言葉遣いが異なることは想像できる
であろう。このような異なる状況での言葉の種類がレジスターである。
バイバー他（2002）が提示する lexical bundlesは、話し言葉と書き言葉と二つの異な
るレジスターから挙げられている。教室活動では、それぞれのレジスターからの lexical 
bundlesを会話練習と作文にて応用できる。以下に、話し言葉と書き言葉の lexical 
bundlesを紹介し、授業での応用例を示す。
3．話し言葉の lexical bundles
話し言葉の lexical bundlesには、以下の 13の句構造をなすパターンが紹介されている
（バイバー他　1999 p1001-14）。ここでは代表的な lexical bundlesを取り上げる。
①　人称代名詞＋動詞
②　代名詞／名詞句＋ be
③　能動動詞を含む動詞句
④　yes-no 疑問文
⑤　wh-疑問文
⑥　wh節（間接疑問）
⑦　to不定詞節
⑧　動詞 that節
⑨　副詞節
⑩　名詞句
⑪　前置詞句
⑫　その他の表現
⑬　意味が無い音の連続
3．1　人称代名詞＋動詞（＋補語節の一部）
人称代名詞＋動詞の lexical bundlesは、前節にて紹介したように、後ろに補語節の冒
頭部を含む形で I don’t know why…,  I don’t know what…, I don’t know how…のような句が
例としてあげられる。このような句は、主節となる I don’t knowの部分で話者の立場・
態度・感情・思考・願望などを示し、続く補語節にてそれらの考えに関連する情報を伝
えている。具体的には、I don’t knowにて「知らない」という立場を明確にし、続く
why, what, how以下で「なぜ・何を・どのように知らないのか」という情報を加えている。
このような文頭に頻出する lexical bundlesは、発話を促す表現（utterance launchers）
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として初級者や中級者に教えるよう薦めたい。会話が不慣れな初中級者ほど、会話の切
り出しは難しいものである。lexical bundlesのようにある程度、定型化している表現を
学んでいれば、円滑に会話を切り出すことができるようになるだろう。
会話で自然に lexical bundlesを使用するには、リズムよく発話できることが大切であ
る。抵抗なく lexical bundlesを一つのまとまりがあるチャンクとして使う練習として、
repetition drillが有効であろう。repetition drillとは、短い句から語を順次追加していき、
その句を繰り返し発音することで定着を図る練習法である。I + wantを例にあげて説明
しよう。
I want → I want to → I want to go → I want to go to → I want to go to zoo.
このように句に語を一つ一つ加えていき、基本となる句とのコロケーションを学ぶ練
習である。同じ句の繰り返しとなるので、音楽とともにチャント練習のようにリズムよ
く行うと効果的である。
lexical bundlesを用いて repetition drillを行えば、高頻度の句が持つ柔軟性や拡張性を
生徒に体感させる練習が可能となる。表 1は I + wantを含む 4語からなる lexical bundles
である。
表 1　I + wantを含む 4語の lexical bundles（バイバー他　『Longman Grammar of 
Spoken and Written English』［Longman: London, 2002］ 1002ページ参考）
上図表 1の lexical bundlesを用いて教室活動を行うならば、まず I want toに続く動詞
を入れ替えてチャントをさせると良い。I want to do, I want to get, I want to go, I want to 
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see…と教員に続いて復唱してもらい、発展練習として、動詞の後に続く目的語を考え
発表したり、復習として宿題とするのも良いであろう。
lexical bundlesを用いた repetition drillは文法学習にも応用できる。I want to + 動詞の
形から高頻度で使用される I don’t want to, I didn’t want toといった否定形や、I wantの節
の前に接続詞 andや but、否定の Noが使われることも繰り返し行うチャント練習で身
につけることができる。さらに、会話で多用される表現を和らげる効果がある justの使
用や、wantに目的語 itが続くパターン、want＋人称代名詞＋ to 不定詞という複雑な文
型もリズムに合わせて覚えることができるだろう。
I wantというパターンを固定化された句と捉えず、不定詞が続くことや、否定形にな
るという句の柔軟性と、接続詞や副詞 justも含む句の拡張性を lexical bundlesを用いた
repetition drillで音声を通して学んで欲しい。
3．2　Yes-no 疑問文と wh- 疑問文
lexical bundlesを学ぶ目的の一つには、使用頻度の高い表現をチャンクとして、その
構成を熟考すること無く、円滑に表現できるようになることである。前節の「人称代名
詞＋動詞」の lexical bundlesと同様に、発話を促す表現（utterance launchers）において
は疑問文も重要である。Yes-noで回答される closed questionsを含む lexical bundlesにも、
knowと wantを含む句が頻出する。
know: do you know what, do you know how, do you know that,
want: do you want to, do you want a, do you want me, do you want some, do you want any, do 
you want the
これらは、対話する相手の必要や要望を質問する表現である。前節の「人称代名詞＋
動詞」の lexical bundlesでは、wantを含む否定文 I don’t want to, I didn’t want toを紹介し
たが、教室活動では疑問文を先に repetition drillで練習し、続いて否定文を学べば、質
問から回答という流れで学ぶことができ、より自然な会話に近い練習ができるであろう。
頻度はいろいろなヒントを与えてくれる。不定冠詞 aを含む do you want aは 100万
語につき 40回以上の頻度があるのに対して、定冠詞 theを含む do you want theは 100
万語につき 10回ほどの頻度しかない（バイバー他 1999 1008ページ）。この数字から、「欲
しいですか？」と尋ねる場合には、特定されていないものを対象にすることが多く、a
が theよりも使用されることが多いと理解できる。冠詞の習得は日本人学習者にとって
困難な課題であるが、このようにコーパスでの頻度を参考にして説明することも可能で
ある。
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knowや wantを含む表現に対して、haveや gotを含む lexical bundlesは間接的に要求
を示す表現である。例えば、Can I have a little bit please?や Have you got any money with 
you today?に代表されるような、文字通りに所有の有無を尋ねるものではなく、譲って
くれないかと間接的に尋ねている表現である。
have: can I have a, can I have some, did you have a
got: have you got a, have you got any, have you got the
話し言葉で頻出する lexical bundlesは会話の冒頭に用いられたり、Do you know what I 
mean?（下線部が高頻度の lexical bundlesにあたる）のように会話を整理するディスコー
ス・マーカー（discourse marker）として用いられる。すなわち、話し言葉の lexical 
bundlesを学ぶことで、会話を円滑に始め、会話の展開を整理することが可能となる。
是非とも積極的に教室活動に取り入れて頂きたい。
4．書き言葉の lexical bundles
書き言葉の lexical bundlesとは、厳密に言えば、論文などを中心とした学術文書のコー
パスから抽出した頻出する表現である。中高生への指導を対象とする場合には、若干難
しい表現が含まれてはいるが、話し言葉とは異なる書き言葉の表現を学ぶには適してい
る。以下の 12の句構造をなすパターンが、書き言葉の lexical bundlesである（バイバー
他　1999 p1014-24）。本節では代表的な lexical bundlesを取り上げる。
①　of名詞句
②　後置修飾される名詞句
③　ofを含む前置詞句
④　他の前置詞句
⑤　it + 動詞／形容詞句
⑥　受動態＋前置詞句
⑦　be＋名詞／形容詞
⑧　動詞句 that
⑨　to不定詞節
⑩　副詞節
⑪　代名詞／名詞句 be
⑫　その他の表現
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書き言葉の lexical bundlesにはいくつかの特徴がある。まず、前置詞を含む句が、論
述の流れを整理するディスコース・マーカー（バイバー他は discourse signalling device
と呼ぶ）として使用されている。例として、以下のものがあげられる。
for the first time in the first place  in the same way
on the other hand in the present study in the next chapter
次の特徴は、名詞相当語句と前置詞からパターンが構成されている点である。the…
of the…, in the…of…, as a…of…というパターンに加え、it is …that/toといった形容詞を
含む表現も頻出する。以下が代表的なパターンである。
the [end/base/position/size/structure/purpose/nature] of the…
in the [case/absence/form/presence/number/process/study] of
as a [result/function/consequence/matter/means] of
it is [(im)possible/(un)likely/important/necessary] that/to
 上記表現を指導することによって、学習者の作文がレジスターを意識した書き言葉で
表現されたものとなるであろう。
4．1　of 名詞句
ofと名詞句で構成される lexical bundlesは場所・大きさ・量といった物の特徴を表す
ものが多い。例えば、the surface of the…, the shape of the…, the position of the…, other 
parts of the…, the size of the…, the total number of…といった表現である。
他にも存在を示す lexical bundlesも頻度が高い。例えば、the presence of the…や the 
presence of the…という表現が相当する。対して、抽象的なものを示す the nature of the…, 
the value of the…, the use of the…という lexical bundlesも多用される。
of 名詞句を含む lexical bundlesとして最後のものは、ある期間内に生じる過程や出来
事を示す表現である。例えば、the develop of an…や the course of the…が代表的なもので
ある。
このような of名詞句の表現をどのように中高生の作文指導に生かしていくべきだろ
うか。私の指導経験によれば、日本人英語学習者の表現では「…の」に相当することを
表現したい場合に、所有を示す…’sがよく使われるような気がする。人の所有を示すの
ではなく、場所・大きさ・量という物の特徴を表す際には of名詞句が使われ、その表
現が書き言葉として相応しいものであることを生徒に認識してもらえるよう指導できる
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と良い。
4．2　it + 動詞／形容詞句
lexical bundlesは文法指導にも利用できる。なぜなら、3語以上で構成される lexical 
bundlesは句構造が若干異なる表現が高頻度で現れるため、文法構造の課題をドリル練
習のように提示することができるからである。ここでは、it is 形容詞 to 不定詞から it is 
形容詞 that節への練習を紹介する。
it is [possible/impossible/important/necessary/interesting/difficult/easy] to…
といった表現が高頻度の lexical bundlesである。to以下には不定詞が続き、生徒には
続く動詞や目的語を考えてもらうのは難しくはないであろう。宿題として家で作文させ
るか、もしくは授業にてペアワークで行うと楽しく学習できるであろう。続いて、that
節が続く lexical bundlesを生徒に提示する。
it is [possible/likely/unlikely/important/clear/true] that…
thatの後には節を構成する主語の名詞句と動詞句が続くことを理解させ、さらに to不
定詞の lexical bundlesとは形容詞が若干異なることも意識させたい。it is 形容詞 that節
で頻度の高い lexical bundlesを含むコンコーダンスを抽出し、どのような文脈でこれら
の lexical bundlesが使用されているかを調べる Data-driven Learningのような発見学習も
効果的であろう（ジョーンズ 1994）。
5．lexical bundles を見つけよう
本章ではバイバー他（1999）から lexical bundlesを紹介してきたが、教員自らがコー
パスより lexical bundlesを見つけ出すことが可能である。鎌倉（2007・2012）は、日本
人学習者と英語母語話者の前置詞を含む lexical bundlesの使用とその特徴について調べ
た。日本人学習者が使用する前置詞を含んだ lexical bundlesは特定のものが多くを占め、
その構造の柔軟性に乏しい点を指摘している。
同様の手法で、教員が興味を持った語がどのような句やパターンで使用されているの
かを調べるのに lexical bundlesの分析は適している。アントニ（L. Anthony　2012）は自
身のウェブサイトにて無料のコンコーダンサー AntConcを提供している。コンコーダ
ンサーとはコーパス分析用ソフトで、キーワード検索やコンコーダンスの抽出が可能と
なる。図 2中央にある Clustersのタブから利用できる。注意点としては、Lexical bundles
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と Clustersはその定義が若干異なる。前述したように、特に Lexical bundlesはその頻度
と分布が重要であることに留意しなければならない。
図 2　AntConc 3.2.4w のスクリーンショット
6．読書案内
Lexical bundlesについて日本語で説明した書籍が、筆者の知る限りではあまり見当た
らなかったため、英文で書かれた書籍が中心の紹介となることをご容赦願いたい。
Biber et al. (eds.). 1999. 『Longman Grammar of Spoken and Written English』 Harlow: Pearson 
Education Limited
Lexical bundlesについて詳細に書かれた書籍。題名が示すとおりに、本来は話し言葉
や書き言葉の文法書である。その中から 13章の 1節を lexical bundlesの説明に当ててい
る。分析結果と用例が豊富で、授業活動の参考とする lexical bundlesを探すのであれば、
この文法書が最適であろう。
Biber et al. (eds.). 2002. 『Longman Student Grammar of Spoken and Written English』 Harlow: 
Pearson Education Limited
前述の文法書から 3年後に出版された学習者向け文法書。1999年の LGSWEに比べ
ると lexical bundlesについての記述はかなり少ないが、lexical bundlesの定義や説明はわ
かりやすくまとまっている。Lexical bundlesの概観を得るために良い。
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この辞書では lexical bundlesという用語は用いていないが、それに相当するものを定
型表現という名で紹介している。regretの項にある It is to be regretted that…のように高
頻度で使用される表現を提示し、学習者が積極的に利用できるよう配慮がなされている。
コンコーダンサーを用いず、書物から lexical bundlesを探す場合にはこの辞書が役立つ
であろう。
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